平成２７年度　第１回　鶴岡市高齢者虐待防止等連絡協議会会議録

日時：平成２７年１０月９日（金）
１４：００～１６：００
会場：鶴岡市総合保健福祉センターにこふる　
３階　大会議室　

１．報告・協議等

（１）鶴岡市高齢者虐待防止等連絡協議会について（資料１参照）

（２）平成２６年度本市の虐待の対応状況について

　　・高齢者（資料２参照）　　・障害者（資料３参照）　　

～質疑応答～

委員…Ｑ：資料３のケース２について、通報後本人入院とは、虐待の傷害のためか。

　　　Ａ：本人の精神障害のためで、虐待の傷害のためではありません。

（３）平成２７年度上半期　事業計画および進捗状況について

　　○資質向上研修事業　　　
「精神障害者をかかえる世帯支援のあり方について」の研修会を予定している。
日　時：平成２７年１０月２７日　１３:３０～
場　所：にこふる　３階　大会議室

対象者：地域包括支援センターの社会福祉士、障害者相談支援センターの職員20名程度

　　○普及啓発事業（資料４参照）　
成年後見制度に関するパンフレット（案）を作成している。関係各所からのご意見ご協
力をいただいており、協議会委員の方からもご意見を賜りたい。

～質疑・意見等～

委員…詳細な資料であり、パンフレットとしてすごく勉強していてすばらしい資料であるが、窓口に相談にくる高齢者に対しては適当でない。簡単なものと詳しいものの2本立てがいいのではないか。また報酬についてもふれていただきたい。

委員…受任団体については再度確認された方がいい。

委員…一般の人からみたら、「任意後見」はわからないと思う。
パンフレットは成年後見と任意後見は別にしたほうがよいのではないか。

委員…日常生活自立支援事業（P5）の「最寄の社協」は、「市社協」でいいのではないか。また、契約は本人、市社協、県社協の３者契約なので足してほしい。

利用料金1500円は、都道府県で違うので、「鶴岡市」と限定するといいのではないか。
委員…パンフレットは詳細なものと簡易なものの２部制がいい。
P2の「できないこと」については、「一般的」「原則的」にできないとかの表記ではどうか。受任団体については、「実績のある団体」とするなど限定をつけてあげていくといいのではないか。

料金については、相談される方は困っているのでつけた方がいいと思う。

弁護士は3万円、司法書士は2万円、社会福祉士は1万円など。

委員…料金については、パンフレットにしないで、相談があったら口頭で伝えるようにすれ

ばいいのではないか。
○意識調査事業（資料５参照）
アンケート調査実施する。調査票を資料に説明を行う。

～質疑応答等～

委員…意識調査についてＱ３は属性、Ｑ４～１２は実態や意識が知りたいとの意図がわかる。Ｑ：Ｑ１３、１４の意図は何か？制度の改善まで意図しているのか。

　　　　　Ａ：制度の改善について意図したものではない。
（４）前回協議の「高齢者虐待事例」の経過報告（当日資料）

２．情報交換・その他

　　○鶴岡警察署より
警察における虐待事例の対応状況と特殊詐欺の被害状況について説明。
○山形県庄内総合支庁地域保健福祉課より
県内の「平成26年度の高齢者虐待の状況について」（資料６参照）を説明。
以上　
